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特集　
　のへじ祇園まつり
　みんなで町長としゃべる会

祇園まつりの様子



の
へ
じ
祇
園
ま
つ
り

　

２
０
１
８
の
へ
じ
祗
園
ま
つ
り
が
８
月
16
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

17
日
の
初
日
山
車
合
同
運
行
で
は
、
駅
前
広
場
に
各
祭
典
部
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
制
作
し

た
豪
華
絢
爛
な
山
車
が
整
列
し
、
神
楽
囃
子
の
共
演
が
祭
り
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

山
車
表
彰
式
で
は
、
駅
前
祭
典
部
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
審
査
員
の
中
谷
町
長
は
「
ど
れ

も
素
晴
ら
し
い
」
と
各
祭
典
部
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、
４
年
ぶ
り
の
海
上
渡
御
が
行
わ
れ
、
各
祭
典
部
の
神
楽
を
乗
せ
た
14
隻
の
漁

船
が
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

19
日
の
最
終
日
山
車
合
同
運
行
に
は
、
10
祭
典
部
が
参
加
。
毎
年
、
希
望
者
の
み
が
参
加

し
て
い
る
野
辺
地
西
高
校
の
生
徒
は
、
試
合
の
あ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
と
硬
式
野
球
部
、
む
つ

市
の
田
名
部
ま
つ
り
に
参
加
す
る
生
徒
を
除
く
全
校
約
１
７
０
が
参
加
し
、
あ
ふ
れ
る
若
い

力
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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埼玉県久喜市・野辺地町　友好都市提携５周年
両市町の友好が更に大きく枝葉を広げ、

相互に支えあえる関係を築く

　

埼
玉
県
久
喜
市
と
の
友
好
都
市
提
携
５
周
年
を

記
念
し
た
植
樹
式
が
、
８
月
18
日
野
辺
地
駅
構
内

の
野
辺
地
鉄
道
防
雪
原
林
前
広
場
で
行
わ
れ
、
両

市
町
の
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

久
喜
市
の
梅
田
市
長
は
「
両
市
町
の
交
流
が
末

永
く
続
く
よ
う
相
互
交
流
を
深
め
た
い
」
と
挨
拶

し
、
関
係
者
６
人
が
、
久
喜
市
の
木「
イ
チ
ョ
ウ
」

と
野
辺
地
町
の
木
「
さ
く
ら
」
の
植
樹
を
行
い
、

関
係
の
発
展
と
継
続
を
誓
い
ま
し
た
。

　

同
日
、
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル
で
、
久
喜
市
と
当

町
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

災
害
時
に
は
食
料
や

生
活
必
需
品
の
提

供
、
職
員
の
派
遣
な

ど
を
相
互
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
応
急
対

策
や
復
旧
対
策
が
充

実
さ
れ
ま
す
。
中

谷
町
長
は
「
当
町
に

と
っ
て
、
県
外
の
自

治
体
と
の
相
互
応
援

協
定
の
締
結
は
初
め

て
。
防
災
体
制
の
強

化
に
つ
な
が
る
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

同
じ
く
、
ま
か
ど
観
光
ホ
テ
ル
で
２
０
１
８
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
し
た
柴
崎
岳
選

手
へ
町
民
栄
誉
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

を
代
理
し
て
、
柴
崎
選
手
の
ご
両
親
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
柴

崎
選
手
か
ら
は
「
町
を
挙

げ
て
応
援
す
る
姿
を
、

ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
り
、
知

人
か
ら
聞
い
て
プ
レ
ー
の

力
と
し
て
い
た
。
こ
れ
か

ら
も
成
長
を
続
け
た
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

久
喜
市
（
埼
玉
県
）
と
野

辺
地
町
の
関
係
は
？

　

野
辺
地
駅
構
内
に
あ
る

「
野
辺
地
鉄
道
防
雪
原
林
」

を
考
案
し
た
本
多
静
六
林
学

博
士
が
旧
菖
蒲
町
の
出
身
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成

９
年
に
旧
菖
蒲
町
と
友
好
都

市
を
提
携
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旧
菖
蒲
町
が
平

成
22
年
に
久
喜
市
と
合
併
し

た
こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て

平
成
25
年
８
月
29
日
に
久
喜

市
と
野
辺
地
町
の
友
好
都
市

提
携
を
行
い
、
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。

記
念
植
樹

　
久
喜
市
の
木
「
イ
チ
ョ
ウ
」
と

　
野
辺
地
町
の
木
「
さ
く
ら
」
を
植
樹

災
害
時
相
互
応
援
協
定

　
久
喜
市
・
野
辺
地
町
　
災
害
時
に
お
け
る

　
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
調
印
式

柴
崎
岳
選
手
へ
町
民
栄
誉
賞

町のニュース
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　６月末から７月にかけて発生した西日本豪雨の被災者らの力になろうと、各団

体が義援金集めを行いました。

　野辺地小学校では、６年の髙橋弥菜さんが発案し、同級生の協力を得て全校児

童に呼びかけ、３日間で計10,387円を集めました。髙橋さんは「これまでも、当

時の６年生が自主的に義援金集めを行ったのを覚えていて、この伝統を絶やして

はいけないと思った」と話し、河島教育長は「思うだけでなく、それを行動に移

すことが素晴らしい」と活動を称えました。

　野辺地高校では、７月14、15日に開催された文化祭で、３学年の模擬店の売り

上げなど計21,540円の義援金を集めました。

　駅前商店会停車場組では、７月15日の常夜燈フェスタで義援金集めを呼びか

け、計23,963円を集めました。

　これらの義援金は、日本赤十字社を通じて、被災者へ届けられます。

支援の輪が広がる～西日本豪雨の被災地へ義援金

左３番目から）髙橋弥菜さん
と担任の中田大次先生　　　

野辺地高校文化祭の様子

菖
蒲
小
と
野
辺
地
文
化
少
年
団
が
交
流

　町の友好都市、埼玉県久喜市の菖蒲小学校の
児童24人がロータリークラブの交流事業として
８月３日～５日にかけて当町を訪れ、町の歴史
や文化に触れました。
　菖蒲小学校の児童らは、みちのく丸や鉄道防
雪林を見学したり、野辺地文化少年団と郷土カ
ルタやカレーライスの合同調理実習を通じて交
流を深めました。
　両市町のロータリークラブは、平成23年から
毎年交互に訪問し交流を続けています。

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン「
四
季
島
」が

野
辺
地
町
に
や
っ
て
き
た
！

　JR東日本のクルーズトレイン「トランスイー
ト四季島」が８月19日８時50分に野辺地駅に停
車し、34人の乗客が野辺地町に降り立ちました。
　乗客らは、下北へ向かう「リゾートあすなろ」
に乗り換える約30分間野辺地駅に滞在し、駅前
祭典部の神楽囃子の演奏などで歓迎を受けまし
た。
　乗客の武田融さんは「東北について、この旅
を期にもっと知りたい」と話し、中谷町長は「ぜ
ひ、野辺地町にも滞在してほしい」と歓迎の言
葉を述べました。

今
年
で
最
後
、み
ん
な
で
踊
ろ
う
！
～

浜
町
盆
踊
り
大
会

　浜町自治会夏の風物詩「盆踊り大会」が10年
の歴史に幕を下ろしました。
　盆踊り大会は、常夜燈公園完成後の平成21年
から、異世代間交流や子供を育む地域づくりを
目的に毎年開催されてきました。
　今年は８月４日に開催され、女性サークルに
よる出店や子ども会によるよさこい踊り、ビン
ゴ大会、盆踊りなどが催されました。当大会の
木村満雄実行委員長は「地域の交流行事として、
10年間やれたことが嬉しい」と笑みを見せまし
た。

人
権
擁
護
委
員
退
任
に
あ
た
り

中
谷
信
夫
さ
ん
へ
感
謝
状

　人権擁護委員を４期、12年間にわたり務め、
このたび退任した中谷信夫さんの永年の功労を
称え、法務大臣から感謝状が贈られました。
　中谷さんは、北部上北広域事務組合事務局長
を退職後、平成18年から人権擁護委員として、
当町の人権擁護と思想普及に尽力されました。
中谷さんは「定例相談や、電話相談など大変な
こともあったが、周囲の支えもあり続けられて
よかった」退任にあたり挨拶しました。

退任される中谷信夫さん（中央） ヤーレン、ソーラン！元気一杯踊ったよ！
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鉄道防雪林の見学する児童らようこそ野辺地へ！神楽やじ～のがお出迎え



生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
を
！

の
へ
じ
生
涯
学
習
大
学

　気軽な学習の場の提供と地域のリーダーの育
成を目的とした生涯学習大学が７月26日に開講
し、36人の学生が１年間の学習をスタートさせ
ました。
　第１回講座では、つがる笛演奏者の佐藤ぶん
太氏が「つがる笛を吹くことで全国に青森の
ファンが増える、私たち自身が郷土愛を持つこ
とが大切」などと講演し、その後、つがる笛を
演奏。学生らは、「美しい音色に感動した、音
色から情景が伝わってくる」などと圧巻された
様子でした。

高
校
生
に
よ
る
地
域
の
お
宝
物
語

　町に眠るお宝ってなんだろう？―郷土愛と誇
りをもち、地域の魅力を発信できる高校生を育
成しようと、県教育委員会は７月30日、「地域
のお宝物語」野辺地町実行委員会委員に、野辺
地高校、野辺地西高校、青森高校の生徒やちー
む野openのメンバーら16人を委嘱しました。
　委員会は、当町を含む県内12市町村に設置さ
れ、年度末の中間発表会、２年後のプレゼン大
会に向けて、各地域の宝探しが始まります。

町のお宝、探すぞ～！

レ
ス
リ
ン
グ
全
国
大
会
準
優
勝

　野辺地Jrレスリングクラブ所属の蛯名恋空さ
ん（若葉小４年）が、第35回全国少年少女レス
リング選手権大会４年女子36㎏級で準優勝に輝
き、町長、教育長をに成績を報告しました。
　蛯名さんは、昨年決勝戦で敗れた森脇花野さ
ん（舞鶴レスリング）と決勝戦で対戦。気合を
いれて臨みましたが、惜しくも敗れ「悔しかっ
た。連覇を止めたい」とリベンジを誓いました。

リベンジを誓う蛯名恋空さん（中央）

全
国
大
会
頑
張
り
ま
す
！

野
辺
地
空
手
道
会

　NPO法人野辺地空手道会の11人が役場を訪
れ、町長に県大会の結果報告と全国大会での活
躍を誓いました。
　全国中学生空手道選手権大会の団体男子の部
に出場する坂本紫苑さん（野中２年）は「形で
は全員で良い演武をし、組手では自分の組手を
しっかりし、１回でも多く勝ちたい」と語り、
全国少年少女空手道選手権大会に出場する岡田
琉衣さん（野小３年）は「自分の組手をして、
確実にポイントをとり優勝したい」と意気込み
を語りました。

縄
文
人
に
な
り
き
っ
て

縄
文
く
ら
ら（
土
偶
）を
作
ろ
う
！

　町歴史民俗資料館は８月４日、２回目の縄文
ワークショップを柴崎地区健康レクリエーショ
ン施設で開催。参加した６人が、講師で県考古
学会副会長の瀬川滋さんに指導を受けながら、
自立する土偶、縄文くららの制作に挑戦しまし
た。
　当日は、土偶のほかに、前回制作した土器の
野焼きも行われ、参加者は自分が作った土器の
出来栄えに「色がきれい」などと歓声をあげま
した。

頭と足の角度が重要です！

町
の
教
育
の
方
針
を
定
め
る

検
討
委
員
会
を
設
置

　町教育委員会は７月26日、当町における今後
の教育政策の方向性を定める「教育振興基本計
画」を策定するため「野辺地町教育構想検討委
員会」を設置しました。委員には教育関係者ら
13人を委嘱し、総合アドバイザーには、青森中
央学院大学経営法学部の高橋興教授を迎えまし
た。
　７月26日に行われた第１回会議では、高橋教
授を講師に少子化に伴う小規模校の対策につい
ての基調講演が行われ、関係者らが理解を深め
ていました。

町のニュース
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拍手が鳴りやまなかった第１回講座の様子

基調講演の様子

全国大会出場を決めた野辺地空手道会の皆さん



　

６
月
18
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、「
み

ん
な
で
町
長
と
し
ゃ
べ
る
会
」
を
町
内
８

会
場
で
開
催
し
、
次
の
と
お
り
、
延
べ
１

０
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
参
加
人
数

６
月
18
日
（
月
）
金
沢
町
集
会
所�

７
人

６
月
19
日
（
火
）
馬
門
公
民
館�

19
人

６
月
20
日
（
水
）�

有
戸
地
区
学
習
等
供
用

セ
ン
タ
ー�

21
人

６
月
21
日
（
木
）
下
町
二
区
集
会
所
６
人

６
月
25
日
（
月
）
駅
前
集
会
所�

15
人

６
月
26
日
（
火
）
中
央
公
民
館�

21
人

６
月
28
日
（
木
）
下
袋
町
集
会
所�

13
人

６
月
29
日
（
金
）�

え
ぼ
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー�

７
人

�

合
計
１
０
９
人

　

町
か
ら
は
、
今
年
度
の
主
な
事
業
や
、

新
庁
舎
、
新
総
合
体
育
館
の
建
設
計
画
な

ど
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
町
民
の
皆
様

と
町
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ

た
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
町
の
回
答
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
広
報
の
へ
じ
と
一
緒
に
お
配
り

し
た
「
広
報
の
へ
じ
９
月
号
外
」
と
合
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

役
場
庁
舎
・
原
子
力
立
地
給
付
金
に
つ
い
て

●
役
場
庁
舎
の
建
設
地
が
新
町
と
な
っ
た

理
由
は
。

町
回
答　
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
評

価
し
た
結
果
、
用
地
買
収
や
総
事
業
費
、

そ
の
他
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
で
す
。

　

ご
意
見
の
多
い
、
役
場
庁
舎
を
現
在
地

に
建
設
す
る
方
法
と
し
て
は
、
現
在
地
以

外
の
場
所
に
仮
設
庁
舎
を
建
設
し
、
現
在

の
庁
舎
を
取
り
壊
し
た
後
、
現
在
地
に
建

設
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
仮
庁
舎
の

建
設
費
用
が
余
計
に
か
か
る
こ
と
、
仮
庁

舎
の
建
設
に
よ
り
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
遅
れ
、
有
利
な
財
政
措
置
「
役
場
庁
舎

機
能
保
全
事
業
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

地
に
隣
接
す
る
民
有
地
を
購
入
し
そ
の
土

地
に
新
庁
舎
を
建
設
し
、
そ
の
後
、
現
在

の
庁
舎
を
取
り
壊
し
て
跡
地
を
駐
車
場
と

す
る
方
法
で
は
、
面
積
に
余
裕
が
な
く
、

高
層
階
の
建
物
と
な
り
利
用
客
数
の
多
い

窓
口
を
１
階
に
集
約
で
き
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
中
学
校
南
側
新
町
地
区
で
は
、

郵
便
局
や
金
融
機
関
か
ら
は
若
干
離
れ
ま

す
が
、
面
積
に
余
裕
が
あ
り
、
機
能
性
、

利
便
性
を
十
分
に
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
建
設
地
を
中
学
校
南
側
新
町
地
区

と
い
た
し
ま
し
た
。

●
役
場
庁
舎
建
設
地
は
、
交
通
量
が
多
く

事
故
が
多
発
す
る
の
で
は
。

町
回
答　
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
一
時
的
に

混
み
合
う
路
線
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近
く

に
信
号
機
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
出
入
り

口
も
２
箇
所
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
交
通
に
大
き
な
支
障
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

●
「
原
子
力
立
地
給
付
金
」
の
減
額
は
い

つ
ま
で
続
く
の
か
。

町
回
答　
原
子
力
立
地
給
付
金
は
、
役
場

庁
舎
の
地
方
債
の
返
済
や
、
地
方
債
の
対

象
と
な
ら
な
い
用
地
費
や
外
構
工
事
費

（
駐
車
場
、
排
水
な
ど
）、
備
品
購
入
費

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
統
合

小
学
校
の
建
設
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
期
限
は
定
め

て
お
り
ま
せ
ん
。
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

活
発
に
意
見
交
換

主な質問・
要望一覧と
町からの回答

みんなで
町長としゃべる会



新
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

●
新
総
合
体
育
館
の
面
積
は
ど
の
程
度

か
。
身
の
丈
に
あ
っ
た
大
き
さ
に
す
る
べ

き
。

町
回
答　

新
総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ

（
競
技
場
）
の
面
積
は
、
今
の
体
育
館

と
、
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
た

面
積
と
同
程
度
で
、
今
の
体
育
館
の
約

１
・
６
倍
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
面
積
は
、
青
森
国
体
に
む

け
て
建
設
す
る
こ
と
で
、「
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
る
た
め
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
が
２
面
と
れ
る
広

さ
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
観
客
席
や
諸
施
設
の
規
模
は
、

今
後
町
が
基
本
設
計
、
実
施
設
計
で
検
討

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を

参
考
に
適
正
な
規
模
の
体
育
館
を
建
設
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
体
育
館
を
建
設
す

る
こ
と
で
、
国
体
後
も
県
大
会
、
東
北
大

会
、
全
国
大
会
を
誘
致
で
き
る
の
で
、
交

流
人
口
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
新
総
合
体
育
館
を
町
か
ら
遠
い
運
動
公

園
内
に
建
設
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

町
回
答　
建
設
費
の
約
半
分
が
交
付
さ
れ

る
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」
を
受

け
る
た
め
に
は
、
運
動
公
園
内
に
建
設
す

る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
残
る
財
源
と
し
て
「
過
疎
対
策

事
業
債
」
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
返
済

額
の
約
70
％
が
特
別
と
し
て
算
入
さ
れ
実

質
的
な
自
主
財
源
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
バ
ス

を
運
行
す
る
な
ど
の
検
討
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
国
体
の
会
場
に
な
っ
た
経
緯
は
。

町
回
答

27
年
４
月　

県
か
ら
の
意
見
照
会
。
回
答
。

　
　

10
月　

青
森
県
で
の
開
催
決
定
。

　
　

12
月　

�

県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

町
に
陳
情
。

28
年
１
月　

町
議
会
に
説
明
。

　
　

12
月　

�

県
に
開
催
意
向
の
調
査
書
提

出
。

29
年
２
月　

内
諾
書
を
提
出
。

　
　

３
月　

議
会
に
詳
細
を
説
明
。

　
　

４
月　

青
森
県
か
ら
第
１
次
内
定
。

　
　

５
月　

国
体
旗
を
受
理
。

　

ま
だ
第
１
次
内
定
の
段
階
で
、
今
後
32

年
に
内
定
、
34
年
に
決
定
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
だ
け
で
決
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
県
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
と
何
度
も

協
議
し
て
き
た
も
の
で
す
。

教
育
・
子
育
て
関
係
に
つ
い
て

●
小
学
校
の
統
合
計
画
は
。

町
回
答　
５
年
前
に
有
識
者
等
に
よ
り
検

討
し
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
全
小
学
校

を
統
合
す
る
内
容
で
答
申
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
７
月
に
立
ち
上

げ
る「
教
育
構
想
検
討
委
員
会
」の
中
で
、

20
年
、
30
年
後
の
将
来
的
な
児
童
・
生
徒

数
の
減
少
を
見
据
え
た
上
で
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
在
り
方
な
ど
も
検
討

し
な
が
ら
、
統
合
に
関
す
る
方
向
付
け
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
医
療
費
無
料
な
ど
、
子
ど
も
に
優
し
い

町
に
し
て
ほ
し
い
。

町
回
答　
医
療
費
は
、
就
学
前
の
０
～
６

歳
児
は
所
得
制
限
な
く
無
料
、
小
・
中
学

生
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
が
無
料
で
す
。

　

保
育
料
は
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に
同
時

入
所
す
る
２
人
目
以
降
無
料
、
ま
た
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯

は
３
人
目
以
降
の
子
ど
も
は
無
料
で
す
。

妊
産
婦
へ
は
、
交
通
費
の
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
に
は
、
予
備
校
の
短
期
間
講
習

を
受
講
す
る
た
め
の
経
費
に
対
す
る
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
等
の
大
会
派
遣
費
に
つ
い
て

も
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
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健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

●
町
の
平
均
寿
命
の
伸
び
幅
は
。

町
回
答　
市
町
村
の
平
均
寿
命
は
５
年
に

１
度
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
は
、
男
性
77
・
２
歳
（
県
最

下
位
）
女
性
85
・
５
歳
（
県
内
６
位
）。

　

平
成
27
年
は
、
男
性
78
・
６
歳
（
県
内

21
位
）女
性
86
・
３
歳（
県
内
６
位
）で
、

男
性
は
０
・
８
歳
、
女
性
は
１
・
４
歳
延

び
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
自
殺
や
癌
、
心

疾
患
脳
血
管
疾
患
な
ど
、
若
く
し
て
亡
く

な
る
方
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
健
診
受
診
や
、
病
院
で
定
期
的

に
慢
性
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
平
均
寿
命
も
伸
び
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。
女
性
は
、
婦
人
癌
の
乳
癌

や
子
宮
癌
で
亡
く
な
る
方
も
い
て
、
男
性

よ
り
伸
び
幅
が
少
な
い
の
で
、
婦
人
癌
の

検
診
を
た
く
さ
ん
の
方
に
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
町
の
観
光
施
設
の
年
間
来
場
者
数
が
40

万
人
と
い
う
の
は
現
実
的
な
数
字
で
は
な

い
。

町
回
答　
全
国
や
海
外
か
ら
観
光
客
等
を

呼
び
込
む
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

常
夜
燈
市
場
は
、
将
来
は
、
産
直
施
設

を
大
型
化
し
て
海
の
駅
の
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

よ
り
つ
な
が
り
が
で
き
た
Ｊ
Ｒ
や
Ｊ
Ａ

Ｌ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
な
ど
の
観
光
関
係
者
の
方
と

連
携
を
と
っ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
と
連
携
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
旅
行
商

品
の
計
画
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
豪
華
列
車
「
四

季
島
」
が
８
月
19
日
に
野
辺
地
駅
に
来
た

際
に
は
、
祗
園
ま
つ
り
の
太
鼓
や
祗
園
囃

子
を
披
露
し
て
、
乗
客
に
大
い
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
新
規
就
農
移
住
者
に
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
の
か
。

町
回
答　
町
か
ら
は
３
年
間
、
年
収
に
し

て
単
身
世
帯
に
は
約
２
０
０
万
円
、
家
族

連
れ
に
は
約
３
０
０
万
円
の
報
酬
を
支

払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
５
万
円
を

上
限
に
住
居
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
～
６
月
ま
で
は
研
修
と
い

う
形
で
す
が
、
７
月
か
ら
は
パ
ー
ト
扱
い

と
し
て
働
い
た
分
の
収
入
が
入
り
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
リ
ー
ス
料
の
半
分
を

町
で
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
負
担
分
は
、
国
か
ら
交
付
金
が

戻
っ
て
き
ま
す
。

●
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

町
回
答　
企
業
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
東
京
都
内
に
あ
る
青
森
県
庁
の
出

先
機
関
で
あ
る
青
森
県
東
京
事
務
所
に
企

業
誘
致
の
担
当
が
い
る
た
め
、
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
り
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

環
境
、
防
災
に
つ
い
て

●
中
道
ふ
れ
あ
い
公
園
の
利
用
が
多
い
の

で
、
ト
イ
レ
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
回
答　
中
道
ふ
れ
あ
い
公
園
に
ト
イ
レ

を
建
設
す
る
場
合
、
ト
イ
レ
は
簡
易
水
洗

方
式
で
約
１
千
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
。

中
道
ふ
れ
あ
い
公
園
を
含
め
た
町
内
の
児

童
公
園
を
今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は
設

計
、
工
事
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
か
ら

の
持
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
が
、
有
料
に
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

町
回
答　
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ク

リ
ー
ン
ペ
ア
・
は
ま
な
す
」
構
成
町
村
会

議
で
横
浜
町
、
六
ヶ
所
村
の
担
当
者
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
結
果
、
当
面
は
有
料
化

に
つ
い
て
検
討
し
な
い
旨
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

他
市
町
村
か
ら
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
見
て
、
自
治

会
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
下
水
道
の
事
業
費
や
購
入
し
た
土
地
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
回
答　
こ
れ
ま
で
の
事
業
費
は
、
８
億

１
千
６
０
０
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
、
国

庫
補
助
３
億
６
千
８
０
０
万
円
、
県
補
助

金
２
千
８
０
０
万
円
、
町
単
独
費
４
億
２

千
万
円
で
す
。
国
庫
補
助
金
の
返
還
は
求

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

取
得
し
た
用
地
は
、
雪
の
堆
積
場
と
し

て
活
用
す
る
な
ど
具
体
的
な
活
用
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
枇
杷
野
自
治
会
と
え
ぼ
し
自
治
会
の
避

難
場
所
を
野
辺
地
高
校
に
し
て
ほ
し
い
。

町
回
答　
野
辺
地
高
校
と
協
定
を
結
び
避

難
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
常
に
使
っ
て
も
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
災
害
種
別
に
よ

り
使
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
際
は
、
広
報
車
や
広
報
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内

平成30年７月末現在（前月比）
人　口� 13,413名　（－ 13）
　男� 6,307名　（－    4）
　女� 7,106名　（－    9）
世帯数� 6,552世帯（＋    2）

●年金相談
（年金全般に関すること）
10月17日（水）10時～15時
中央公民館
※９月はお休みです。
☎017-752-6600（要予約）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
10月２日（火）９時～12時
中央公民館　
相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
10月12日（金）14時～
☎64-2111総務課
老人福祉センター
※要予約：９月28日（金）まで
●児童家庭相談
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
介護・福祉課　☎65-1777
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
９月18日（火）10時～12時
役場相談室　
●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎65-1777

役場　☎64－2111

国
民
年
金

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
手

続
き
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
、
市
区

町
村
と
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
や
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
の
申
請
、
老
齢
基
礎

年
金
の
請
求
手
続
き
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
使
用
し
て
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
手
続
き
を
行
う

時
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
、

本
人
の
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類
を

市
区
町
村
ま
た
は
年
金
事
務
所
の
窓

口
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
認
で
き
る
書
類
を
窓
口
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
困
難
な

場
合
は
、
引
き
続
き
基
礎
年
金
番

号
を
使
用
し
て
各
種
手
続
き
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
確
認
で
き
る
書
類
、
身

元
確
認
が
で
き
る
書
類
、
の
両
方

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

②�

運
転
免
許
証
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）、
在
留
カ
ー
ド
等

◆
保
険
料
納
付
期
限

　

８
月
分　

10
月
１
日
（
月
）

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

７
４
９
５

◇
役
場
町
民
課

　

☎
64

－

２
１
１
１
（
内
２
４
０
）

法
人
関
係
税
の
申
告
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
可
能
で
す

　

青
森
県
で
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
通
称
「eLTA

X

」）
を

利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
法
人
関
係
税
（
法
人
県
民
税
・
法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
）
の

申
告
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
手
続
き

　

�

法
人
関
係
税
（
法
人
県
民
税
・
法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
）

の
申
告

◆
利
用
で
き
る
方　
納
税
者

　

（
税
理
士
等
代
理
人
を
含
む
）

◆
電
子
申
告
の
特
徴

　

�

「PCdesk

」
な
ど
のeLTA

X

対

応
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
告
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
利
用
す
る
に
は

　

�eLTA
X

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
「
電
子
証
明
書
」
の
取

得
が
必
要
で
す
（
※
）。

◇�

ご
利
用
方
法
等
、
詳
細
に
つ
い

て
はeLTA

X

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.eltax.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

税
理
士
等
が
代
理
申
告
す
る
場
合

は
、
納
税
者
の
電
子
証
明
書
は
不

要
で
す
。

◆
問
合
先

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

課
税
課

　

☎
０
１
７
６

－

22

－

８
１
１
１

�

（
内
線
２
１
０
）

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

臨
時
職
員
募
集

◆
勤
務
場
所

　

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

　

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
）

　

�

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
家
ノ
後
12

番
地
１
５
９

◆
募
集
人
数　
１
名

◆
資
格
要
件

　

普
通
自
動
車
免
許
の
他
、
次
の
免

許
を
１
つ
以
上
取
得
し
て
い
る
方

・
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育
講
習

・
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

・
大
型
特
殊
免
許

◆
業
務
内
容

・
ご
み
搬
入
立
会
い
業
務

・�

缶
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の

リ
サ
イ
ク
ル
業
務

・
除
排
雪
業
務
（
冬
期
間
）

◆
採
用
期
間

　

10
月
２
日
～
３
月
31
日
、

　

４
月
２
日
～
９
月
30
日

◆
勤
務
時
間

　

�

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
（
内

休
憩
時
間
60
分
）

※�

冬
期
間
は
、
除
排
雪
業
務
の
た
め

時
差
出
勤
有
り

◆
休
日　
土
・
日
曜
、
年
末
年
始

※
土
曜
日
は
月
１
回
程
度
勤
務
有
り

◆�

賃
金　
日
額
７
，
６
４
０
円
、
通

勤
手
当
、
期
末
手
当

◆�

申
込
先　
ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は

ま
な
す　

担
当
：
中
谷

�

☎
68

－

２
５
０
８

　

ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野
辺
地

へ
。
尚
、
詳
細
は
北
部
上
北
広
域
事

務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日
程

は
後
日
連
絡
）
で
決
定
し
ま
す
。
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教
育
相
談
室
に
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
が
で
き
ま
し
た
！

　

今
年
４
月
か
ら
開
設
し
て
い
る
野

辺
地
町
教
育
相
談
室
に
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
友
関
係
や
学
校
と
の
関
係
、
不

登
校
や
発
達
障
害
の
疑
い
な
ど
、
お

悩
み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
室
相
談
（
適
応
指
導
）

に
つ
い
て
の
詳
細
は
相
談
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
方

　

幼
児
、
小
中
高
校
生
、
保
護
者

相
談
受
付
日
時

　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）
９
時
～
15
時

◆
場
所

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内

　

教
育
相
談
室

　

（
野
辺
地
町
字
中
道
20

－

１
）

◆
相
談
受
付
、
問
合
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内

　

教
育
相
談
室

　

☎
０
９
０

－

２
６
０
４

－

９
４
０
８

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
64

－

２
１
１
９

第
17
回
町
内
河
童
水
泳
大
会

　

第
17
回
野
辺
地
町
河
童
水
泳
大
会

を
下
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
泳
ぎ

に
自
信
の
あ
る
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

速
く
泳
げ
な
い
子
ど
も
で
も
小
学
校

３
・
４
・
５
年
生
は
25
ｍ
、
６
年
生

は
50
ｍ
泳
げ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時　

�

10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

13
時
～

◆
場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

◆
主
催　
野
辺
地
町
水
泳
協
会

◆
種
目

◇
１
～
５
年
生　

男
女

　

�

自
由
形
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ　

各

25
ｍ
、
フ
リ
ー
リ
レ
ー
25
ｍ
×
４

◇
６
年
生　

男
女

　
�

自
由
形
・
背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ　

各

50
ｍ
、
フ
リ
ー
リ
レ
ー
50
ｍ
×
４

◆
申
込
先　

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

　

☎
64

－

９
７
７
７

◆
締
切　
10
月
３
日
（
水
）

平
成
30
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
水

泳
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

　

河
童
水
泳
大
会
に
先
が
け
て

初
心
者
を
含
め
て
の
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
教
室
を
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

◆�

日
時

　

�

９
月
９
日
、
16
日
、
23
日
、

30
日

　

13
時
～
15
時

◆
場
所

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

◆
申
込
先　

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
の
へ
じ

　

☎
64

－

９
７
７
７

◆
締
切　
９
月
８
日
（
土
）

図
書
館
行
事

☎
（
64
）
２
１
９
５

◆�

英
会
話
ク
ラ
ブ
／
３
日
・
10
日

（
月
）15
時
30
分
～（
中
央
公
民
館
）

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
５
日

（
水
）
10
時
30
分
～
11
時
「
３
歳

未
満
児
向
け
」

◆�

お
は
な
し
工
房
／
８
日
（
土
）
14

時
15
分
～
「
読
み
聞
か
せ
＆
折
り

紙
で
十
五
夜
飾
り
」

◆�

朗
読
の
会『
秋
桜
』／
13
日（
木
）

10
時
「
定
例
会
」（
中
央
公
民
館
）

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
19
日
（
水
）

９
時
30
分
（
６
か
月
児
相
談
・
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル『
虹
色
の
会
』

／
29
日
（
土
）
13
時
30
分
「
定
例

会
」（
視
聴
覚
室
）

◆
親
子
研
修　

１
日

◆
野
辺
地
ホ
ー
ム
訪
問

　

21
日
（
金
）
16
時
～

◆
お
月
見
会　

25
日
（
火
）
16
時
～

◆
避
難
訓
練　
26
日
（
水
）
16
時
30
分
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動

　

29
日
（
土
）
10
時
～

野
辺
地
町
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会

　

野
辺
地
町
防
犯
協
会
主
催
の
第
49

回
野
辺
地
町
防
犯
少
年
柔
剣
道
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
少
年
の
非
行
防
止

と
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
柔
道
・
剣
道
競
技
に
お
い
て
町

内
外
の
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
が

参
加
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◆
日
時　
９
月
29
日
（
土
）
９
時
～

◆
場
所　
野
辺
地
町
立
体
育
館

◆
問
合
先

　

防
災
安
全
課
（
内
線
３
４
０
）

児
童
館
行
事

☎
（
64
）
３
１
０
６

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）

書　　　名 著者名

下町ロケット３　ゴースト 池 井 戸 　 潤
むすびつき　「しゃばけ」ｼﾘｰｽﾞ 17 畠 中 　 恵
ありえないほどうるさいオルゴール店 瀧 羽 麻 子
王たちの最後の日々　上・下 パトリス・ゲニフェイ
中小企業の防災マニュアル　 本 田 茂 樹
百年の女『婦人公論』が見た大正、昭和、平成 酒 井 順 子

本の展示

救急の日～学ぼう！応急手当～展� ９月１日～13日
十五夜を楽しむ本展� ９月15日～27日

ミニ展示

2018年上半期　芥川賞＆直木賞受賞作家展

館内整理日
９月28日
（金）

書架整理等のため
休館します。

―石油燃焼器具整備協会加盟店― http//:www.aomori-stove-seibi.jp

・ストーブ修理イイダ 64‐4985                        ・大 平 商 会 64‐5465

・コ ー ズ サ ー ビ ス                    ・㈲ サ イ ジ ョ ー 64‐3261

・㈱ 東 酸 64‐6882            ・中 谷 米 穀 店 64‐3316

・シ ノ へ サ ー ビ ス 64‐3257            ・若 山 燃 料 ㈱ 64‐2774

◎上記加盟店の整備した商品は生産物賠償責任保険つきです。

090 
9033-8502 

石油ストーブ 
石油ボイラーの 
   点検整備は 
おまかせ下さい 
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
等
更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
受
給
者
証
」
又
は
「
重
度

心
身
障
害
者
受
給
決
定
通
知
書
」
は
、

９
月
30
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
と
お
り
更
新
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
更
新
期
間

　

９
月
10
日（
月
）～
９
月
28
日（
金
）

＊�

右
記
の
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
で
も

更
新
の
手
続
き
は
で
き
ま
す
。

◆
場
所

　

役
場
町
民
課
・
国
保
の
窓
口

◆
必
要
書
類
等

①
申
請
書

　
（
申
請
期
間
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
）

②�

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
又
は
受

給
決
定
通
知
書

③
印
鑑

④
健
康
保
険
証

⑤
所
持
し
て
い
る
各
障
害
手
帳

◆
注
意
事
項

・�

平
成
30
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

受
給
者
本
人
及
び
受
給
者
を
扶
養

し
て
い
る
方
の
住
所
が
野
辺
地
町

に
な
か
っ
た
場
合
は
、
前
住
所
地

が
発
行
す
る
『
平
成
30
年
度
所
得

課
税
証
明
書
』
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・�

更
新
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
い
場

合
、
10
月
１
日
以
降
の
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・�

前
年
の
所
得
が
限
度
額
（
老
齢
福

祉
年
金
の
所
得
制
限
を
準
用
）
を

超
え
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
の

適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

　

現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
受
給
者

証
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
あ
っ
て

も
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
認

定
さ
れ
た
時
点
で
65
歳
未
満
の
方
は

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①�
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
又

は
内
部
障
害
３
級

②
青
森
県
愛
護
手
帳
Ａ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

＊�

既
に
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
が
65

歳
以
上
と
な
っ
た
場
合
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
が
、

医
療
費
助
成
資
格
継
続
の
条
件
と

な
り
ま
す
。

◆
問
合
先　
町
民
課

　

国
保
・
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

�

（
内
線
２
９
６
）

国
保
・
脳
検
診（
２
回

目
）の
お
知
ら
せ

　

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
に
国
保
・
脳
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
９
月
４
日
（
火
）
～

　

但
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

◆
受
付
人
数　
26
人

◆
対
象
者

①
75
歳
未
満

②�

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
申
込
が
多
数
の
場

合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方
を

優
先
し
ま
す
。）

③
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

◆
個
人
負
担
金　
３
０
０
０
円

◆
実
施
期
間　
10
月
～
12
月

　

（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆
実
施
医
療
機
関

　

公
立
野
辺
地
病
院

※�

次
の
よ
う
な
方
は
検
査
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
閉
所
恐
怖
症
の
方

②�

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る

方
③�

脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
を
埋
め
込
ん
で

い
る
方

④�

外
傷
や
手
術
な
ど
で
体
内
に
金
属

類
が
入
っ
て
い
る
方

⑤�
歯
科
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
さ
れ

て
い
る
方

⑥�

妊
娠
又
は
妊
娠
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
方

※�

３
回
目
28
名
は
12
月
広
報
で
募
集

し
ま
す
。

※�

電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　
役
場
町
民
課　

　

脳
検
診
担
当
（
内
線
２
２
９
）

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所（
予
約
優
先
・
秘
密
厳
守
）

◆�

青
森
地
方
法
務
局
で
は
特
設
の
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

�

お
一
人
様
に
つ
き
30
分
以
内
。
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
日
時　

　

10
月
７
日
（
日
）
10
時
～
15
時

◇
場
所　

青
森
地
方
法
務
局

　

青
森
市
長
島
１

－

３

－

５

　

青
森
第
二
合
同
庁
舎
１
階
会
議
室

◇�

内
容　

土
地
建
物
の
登
記
、
相
続
、

協
会
、
遺
言
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、

お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
い
じ
め
等

◇�

担
当
者　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

◆�

公
証
人
に
よ
る
「
遺
言
」
に
つ
い

て
の
講
演
（
予
約
優
先
）

◇
日
時　

10
月
７
日
（
日
）

�

10
時
～
10
時
50
分

◇
場
所　

青
森
地
方
法
務
局

　

青
森
市
長
島
１

－

３

－

５

　

青
森
第
二
合
同
庁
舎
７
階
会
議
室

◇
講
師

　

青
森
公
証
人
合
同
役
場
公
証
人

◆�

司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
登
記
」

に
つ
い
て
の
講
演
（
予
約
優
先
）

◇
日
時　

10
月
７
日
（
日
）

　

11
時
～
11
時
50
分

◇
場
所　

青
森
地
方
法
務
局

　

青
森
市
長
島
１

－

３

－

５

　

青
森
第
二
合
同
庁
舎
７
階
会
議
室

◆
予
約
・
問
合
先

　

青
森
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
１
７

－

７
７
６

－

６
２
３
１

20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！
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「法律相談と自立相談」無料出張相談窓口のお知らせ
　法テラス青森及び青森県弁護士会、青森県社会福祉協議会では、県及び実施地域の町村役場、社会福祉協
議会と協働し、法律問題や生活課題に関する無料出張相談を行います。
　借金、就労、家族に関すること等、幅広く相談に応じますので、「生活上の困りごとがあるが、どこに相談
すればよいのかわからない。」という方は、ぜひご利用ください。
◆日時・場所

実施町村 日　　　　　時 会　　　　　　　　　　場
野辺地町 平成30年９月４日㈫13時30分～16時 野辺地町社会福祉協議会（野辺地町老人福祉センター）
野辺地町 平成31年１月16日㈬13時30分～16時 野辺地町社会福祉協議会（野辺地町老人福祉センター）

◆予約・問合先　※相談には事前予約が必要です。　　東地域自立相談窓口　　☎0800－800－7114
　（通話料無料。土・日曜及び祝日を除く平日の９時～17時まで電話を受け付けます。）
◆その他　法律・自立相談は全て無料ですが、申込時に収入・預貯金の状況を確認させていただきます。

住宅・土地統計調査を実施します！
　10月１日現在で住宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査で、全国約370万世帯の方々を対象とした大規模
な調査です。
　調査をお願いする世帯には、９月中旬に調査員が伺い、調査書類を配布いたします。
　調査への回答は、インターネットでの回答又は紙の調査票で回答をお願いします。
　なお、調査により集められた調査票の記入内容は、「統計法」によって厳重に保護されます。
　統計調査員をはじめとする調査関係者が調査で知り得た内容を漏らしたり、統計を作成・分析する目
的以外に調査票を使用することは絶対にありません。これらの行為は、「統計法」により固く禁じられて
いますので、安心してありのままをご回答くださるようお願いします。

詳しくは 住宅・土地統計調査 検索
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域戦略課　☎0175－64－2111（内線261）

認知症カフェに参加しませんか？（オレンジメモリーカフェ はまなす）

◆
認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
？

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

カ
フ
ェ
（
お
茶
飲
み
場
）

の
こ
と
で
、
地
域
の
人
達

と
の
つ
な
が
り
を
作
る

き
っ
か
け
が
で
き
る
新
し

い
場
所
で
す
。
認
知
症
の

方
々
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
住
民
、
介
護
や
医
療

の
専
門
職
等
誰
も
が
参
加

で
き
る
地
域
の
交
流
の
場

と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。

◆�

認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加

し
た
い
と
思
っ
た
ら
？

　

本
年
度
の
認
知
症
カ

フ
ェ
は
、
社
会
福
祉
法
人

「
福
祉
の
里
」
に
町
が
委

託
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

ま
た
、
申
し
込
み
の
前
に

見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

☆
申
込
み
先
：
福
祉
の
里

　

☎
65

－

２
３
３
３

◆�

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催

日
時
は
？

　

本
年
度
は
６
月
か
ら
月

1
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

９
月
21
日
・
10
月
19
日

　

11
月
11
日
・
12
月
21
日

　

１
月
18
日
・
２
月
15
日

　

３
月
15
日　

　

�

時
間
は
13
時
30
分
～
15

時
※�

11
月
11
日
の
み
時
間
未

定
で
す
。

◆�

お
茶
会
の
他
は
ど
ん
な

内
容
？

・�

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
の
ミ
ニ
講
話
、
高

松
病
院
の
医
師
に
よ
る

講
演
会
、
事
例
に
学
ぶ

「
こ
ん
な
時
ど
う
す

る
?!
」、
お
や
つ
づ
く

り
、
手
芸
、
大
人
の
塗

り
絵
（
曼
荼
羅
）

◆
参
加
者
の
声

・�

ミ
ニ
講
話
「
認
知
症
っ

て
？
」
は
分
か
り
や
す

い
説
明
で
大
変
良
か
っ

た
。

・�

普
段
体
を
動
か
す
こ
と

は
多
い
が
、
口
の
体
操

は
や
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
大
変
良

か
っ
た
。

◆�認知症カフェや認知症全般についてのお問い
合わせは、野辺地町地域包括支援センター

　（☎65-1777）までお願いします。
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野
辺
地
町

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

本
年
７
月
、
西
日
本
を
中
心
に
発

生
し
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
の
甚

大
な
被
害
な
ど
、
台
風
や
局
地
的
集

中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
全
国
で
災
害

が
多
発
し
、
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
28
年
２
月
、「
野

辺
地
町
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
皆
様
の
ご
家
庭
に
配
布
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、「
地

震
」、「
津
波
」、「
洪
水
」、「
土
砂
災

害
」
な
ど
の
被
害
想
定
区
域
、
各
地

区
の
避
難
所
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
災
害
時
、
あ
わ
て
ず
に

避
難
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

の
心
構
え
と
備
え
が
必
要
で
す
。

　

も
う
一
度
、「
野
辺
地
町
防
災
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
確
認
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、「
野
辺
地
町
防
災
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
」
は
、
野
辺
地
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

◆
問
合
先

　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
２
８
）

原
子
力
施
設
等
見
学
会

参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
野
辺
地
町
在
住
の
方
、

ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
原
子
力
施
設
等

見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
程

　

11
月
15
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

　

１
泊
２
日

◆
見
学
先

　

宮
城
県
の
原
子
力
施
設
等

・
東
北
電
力　

中
央
給
電
指
令
所

・
女
川
原
子
力
発
電
所
及
び
Ｐ
Ｒ
館

◆
交
通
手
段

　

野
辺
地
町
か
ら
各
見
学
先
ま
で
、

全
て
貸
し
切
り
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

　

10
名
（
申
込
順
）

※�

本
事
業
に
よ
る
見
学
が
初
め
て
の

方
を
優
先
と
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

９
月
３
日（
月
）～
10
月
12
日（
金
）

◆
参
加
料

　

旅
費
（
交
通
費
及
び
宿
泊
費
等
）

に
関
し
て
は
、
無
料
。
た
だ
し
、
旅

行
傷
害
保
険
代
の
５
０
０
円
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
費
に

関
し
て
は
、
一
部
負
担
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先

　

防
災
安
全
課
（
内
線
３
４
０
）

原
子
力
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
務
参
入

研
修
開
催
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
原
子
力
施
設
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
務
に
必
要
な
資
格
・
知
識

や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を

開
催
し
ま
す
。
原
子
力
分
野
に
全
く

経
験
の
な
い
方
も
歓
迎
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〇
主
な
研
修
予
定

【
原
子
力
発
電
施
設
等
研
修
】

◆�

機
械
保
全
技
能
検
定
・
２
級
電
気

系
保
全
作
業
受
験
対
策
講
座

◇
締
切　

10
月
１
日
（
月
）

◇
日
程　

11
月
１
日
（
木
）

�

～
２
日
（
金
）

◇
場
所　

�

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

◆
第
２
種
電
気
工
事
士
受
験
対
策

　
講
習
【
実
技
試
験
対
策
】

◇
締
切　

10
月
１
日
（
月
）

◇
日
程　

11
月
５
日
（
月
）

�

～
６
日
（
火
）

◇
場
所　

�

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

◆
原
子
力
防
災
対
策
基
礎
講
座

◇
締
切　

10
月
１
日
（
月
）

◇
日
程　

11
月
９
日
（
金
）

◇
場
所　

�

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

◆
原
子
力
施
設
品
質
保
証
基
礎
講
座

◇
締
切　

10
月
１
日
（
月
）

◇
日
程　

11
月
21
日
（
水
）

◇
場
所　

�

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
（
六
ヶ
所
村
）

【
原
子
力
関
連
技
術
研
修
】

◆
現
場
実
務
体
験
研
修
（
ポ
ン
プ
）

◇
締
切　

10
月
１
日
（
月
）

◇
日
程　

11
月
14
日
（
水
）

�

～
16
日
（
金
）

◇
場
所　

�

ジ
ェ
イ
テ
ッ
ク
Ｊ
Ｔ
Ｔ
Ｃ

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
ヶ
所

村
）

◆
現
場
実
務
体
験
研
修

�

（
放
射
線
管
理
）

◇
締
切　

10
月
1
日
（
月
）

◇
日
程　

11
月
26
日
（
月
）

�

～
28
日
（
水
）�

◇
場
所　

�

ジ
ェ
イ
テ
ッ
ク
Ｊ
Ｔ
Ｔ
Ｃ

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
ヶ
所

村
）

◆
受
講
料　
無
料

◆
主
催

　

青
森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
対
策
局

◆
申
込
・
問
合
先

　

�

株
式
会
社
青
森
原
燃
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
研
修
事
業
委
託

先
）

　

☎
０
１
７
５

－

63

－

４
６
７
１

青森県防災ハンドブック
配布のお知らせ

　青森県では、県民の防災に関する関心を
高め、災害時に自分の命を守るための正し
い防災知識の普及啓発を目的として、青森
県防災ハンドブックを制作し、平成30年
９月から県内全世帯に配布しております。
　町では、自治会加入の皆様に、広報のへ
じ９月号と同時にお配りしていますが、自
治会未加入の皆様におかれましては、お手
数ですが、役場窓口でお配りしていますの
で、お申し出ください。
　問合先　防災安全課（℡64－2111）
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原
子
力
に
関
す
る
意
見
交
換
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

原
子
力
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
意
見
交
換

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
放

射
線
を
利
用
し
た
製
品
の
紹
介
や
実

演
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
９
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

17
時
30
分
～
20
時

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
主
な
内
容

　

放
射
線
の
基
礎
か
ら
原
子
力
を
巡

る
最
新
の
状
況
ま
で
幅
広
く
解
説
し
、

参
加
者
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
す
。

◆�

主
催　
青
森
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合

対
策
局　

原
子
力
立
地
対
策
課

◆
入
場
料　
無
料

◆
申
込
先

　

防
災
安
全
課
（
内
線
３
４
０
）

海
洋
地
球
研
究
船「
み
ら
い
」船
内

見
学
＆
研
究
施
設
を
一
般
公
開

◆
日
時　
９
月
９
日
（
日
）

�

　

10
時
～
16
時

　

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

◆�

場
所　
む
つ
市
大
字
関
根
字
北
関

根
６
９
０
番
地

　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構　

む
つ
研
究
所

◆
内
容

①�

海
洋
地
球
研
究
船
「
み
ら
い
」
船

内
見
学

　

☎
０
１
７

－

７
２
６

－

６
１
０
０

平
成
30
年
度
下
期

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　

狂
犬
病
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

犬
の
登
録
（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬
病

予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）
は
犬
の
飼

主
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
狂
犬

病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
既
に

登
録
済
み
の
飼
主
の
方
に
は
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
ま
す
の
で
、
接
種
の
際
は

必
ず
ハ
ガ
キ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

②�

む
つ
研
究
所
の
研
究
紹
介
及
び
研

究
施
設
の
公
開

③�

海
洋
観
測
機
器
実
機
展
示
と
楽
し

い
ゲ
ー
ム　

他

◆
そ
の
他

①�

当
日
は
当
研
究
所
に
隣
接
す
る

「
む
つ
科
学
技
術
館
」
へ
無
料
で

入
館
で
き
ま
す
。

②�

む
つ
市
内
か
ら
、
無
料
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

U
R

L http://w
w

w
.jam

stec.
go.jp/m

utsu/j/
◆
入
場
料　
無
料

◆
問
合
先　
海
洋
研
究
開
発
機
構

　

む
つ
研
究
所　

管
理
課

　

☎
０
１
７
５

－

２
５

－

３
８
１
１

動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８　
始
め
て
み
よ
う
！
！

キ
ャ
ッ
ト
ラ
イ
フ

　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
・
会
場

　

９
月
23
日（
日
・
祝
）・
24
日（
月
）

　

10
時
～
16
時　

　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

◆
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

　

動
物
ふ
れ
あ
い
体
験
、
乗
馬
体

験
、
特
設
ふ
れ
あ
い
ね
こ
ル
ー
ム
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
、
動
物
の
お
医
者
さ

ん
な
り
き
り
体
験
、
狂
犬
病
展
示
説

明
コ
ー
ナ
ー
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室

ほ
か

◆
問
合
先

　

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い
犬
の
飼

主
は
必
ず
役
場
に
登
録
し
、
ま
た
、

今
年
度
ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
の
飼
主
は
忘
れ
ず
に
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

［
登
録
料
金
（
生
涯
１
回
）］

　
　

１
頭
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

［
予
防
注
射
料
金
（
年
１
回
）］

　
　

１
頭
に
つ
き
３
，
１
０
０
円

（
注
射
料
金
＋
注
射
済
票
発
行
手
数
料
）

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
役
場
に
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

●
飼
主
が
住
所
変
更
を
し
た
と
き

●
飼
主
が
変
わ
っ
た
と
き

●�

そ
の
他
の
登
録
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

　

動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
証
明
書
を
持
参
し
、

役
場
で
予
防
注
射
済
票
の
交
付
（
１

頭
に
つ
き
５
５
０
円
）
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
病
気
な
ど
で
注
射
が
で
き

な
い
場
合
は
、
必
ず
動
物
病
院
で
診

て
も
ら
い
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
猶

予
証
明
書
」
を
役
場
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
届
出
・
交
付
受
付
担
当

　

建
設
環
境
課
（
内
線
２
２
３
）

平成30年度　犬の登録及び狂犬病予防注射日程表
� 下期　９月30日（日）～10月２日（火）

月日 実　施　時　間 実　　施　　場　　所 住　所

９
月
30
日
㈰

９：00～９：10 め ん め ん 駐 車 場 前田３－１

９：20～９：30 烏 帽 子 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 枇杷野33－24

９：45～９：55 馬 門 公 民 館 前 馬門97

10：05～10：15 金 沢 町 集 会 所 米内沢34－２

10：25～10：35 十 符 ヶ 浦 海 水 浴 場 駐 車 場 田名部道56－７

10：45～10：55 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 前 中道20－１

11：05～11：15 中袋・旧石孝電機工業駐車場（事務所50ｍ先） タラノ木13－６

11：25～11：35 下 町 ２ 区 自 治 会 集 会 所 前 坊ノ塚５－26

11：45～11：55 駅 前・ 山 田 印 刷 付 近 下与田川２－１

12：05～12：15 役 場 前 野辺地123－１

10
月
1
日
㈪

９：30～９：40 愛 宕 公 園 駐 車 場 寺ノ沢56

９：45～９：50 下町・丸山商店前（空缶回収ボックス付近） 船橋９－74

10：00～10：05 川 目 集 会 所 付 近 中屋敷49－７

10：15～10：20 松ノ木平ロータリー（旧クローバー作業所前） 下松ノ木平19

10：30～10：40 町 立 体 育 館 前 観音林後10

10：50～10：55 戊 辰 戦 争 史 跡 駐 車 場 鳥井平34－３

11：15～11：20 有 戸 地 区 学 習 等 供 用 セ ン タ ー 小沢平10－８

11：30～11：35 目 ノ 越 集 会 場 前 向田328－３

10
月
２
日
㈫

９：30～９：35 国道４号馬門温泉入口交差点付近 田端４－１

９：45～９：55 常 夜 燈 公 園 入 口 付 近 野辺地568

10：05～10：10 え ぼ し グ ラ ウ ン ド 付 近 浜掛87－１

10：20～10：30 中 袋 町・ 木 明 工 務 店 付 近 赤坂63－14

10：35～10：45 中 道 ふ れ あ い 公 園 駐 車 場 中道13－14

11：05～11：10 木 明 農 作 業 休 養 施 設 前 有戸鳥井平158- ６

11：15～11：20 旧 塩 谷 商 店 前 明前68－９

11：30～11：40 中 央 公 民 館 前 野辺地１－15
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北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ

　

町
が
５
月
に
追
加
認
定
さ
れ
た
日

本
遺
産
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
が

紡
い
だ
異
空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・

船
主
集
落
～
」
の
38
市
町
で
構
成
す

る
北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
北
前
船
に
関

す
る
こ
と
や
各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
始
め
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http;//kitam
ae-bune.com

/

◆
検
索
方
法

　

「
北
前
船
」
で
検
索

◆
問
合
先　

　

地
域
戦
略
課
（
内
２
６
７
）

む
つ
小
川
原
地
域
・
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
助
成
事
業

募
集
の
お
知
ら
せ

　

公
益
財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地

域
・
産
業
振
興
財
団
で
は
、
地
域
団

体
等
が
実
施
す
る
地
域
の
活
性
化
や

産
業
の
育
成
・
振
興
の
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
、
調
査
研
究
等
の
事

業
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

９
月
１
日
～
10
月
31
日

◆
対
象
事
業

　

①
人
材
育
成

　

②
技
術
開
発

　

③
商
品
開
発

　

④
市
場
・
販
路
開
拓

　

⑤
観
光
開
発

　

⑥
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

　

⑦
そ
の
他

◆
助
成
対
象
事
業
者

　

地
域
団
体
・
産
業
団
体
等

◆
助
成
金

　

助
成
対
象
事
業
費
の
５
分
の
４

　

以
内

◆
応
募
・
問
合
先

　

�

公
益
財
団
法
人
む
つ
小
川
原
地
域

・
産
業
振
興
財
団

　

☎
０
１
７

－

７
７
３

－

６
２
２
２

７月末の人身事故発生状況
区分

町村別

平成30年 平成29年
前年比

７月中（単月） ７月末（累計） ７月末（累計）

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

野辺地町 1 0 1 8 0 10 9 0 9 －1 ＋0 ＋1

横 浜 町 0 0 0 7 1 7 3 0 5 ＋4 ＋1 ＋2

六ヶ所村 0 0 0 10 0 15 2 0 4 ＋8 ＋0 ＋11

合 計 1 0 1 25 1 32 14 0 18 ＋11 ＋1 ＋14

歴史まちあるき参加者募集のお知らせ

↑使用する歴史まちあるきマップ

歴史まちあるき「のへじ北前めぐり－むかしの賑
にぎ

わい処を辿る－」
参加者募集！

　歴史民俗資料館では、北前船に縁のある文化財をめぐる「歴史まちあ
るきマップ」を作成しました。
　そこで、完成したまちあるきマップを基に、「賑わっていたころの街
並みを体感する」というテーマで歴史まちあるきを開催します。
　ガイドと一緒に歩きながら、町内に残る「北前」を探してみませんか？

■日　　時　９月９日（日）９：30～12：00
■集合場所　愛宕公園　愛宕コミュニティセンター（受付開始：９：20）
■解散場所　常夜燈公園
� （希望者には、解散場所から集合場所まで送迎します）
■内　　容　�賑わいどころの写った古い写真を使い現在地と見比べなが

ら野辺地の歴史を探っていきます。
■対　　象　年齢不問で、約３キロ程度歩く体力のある方
■参 加 費　無　料
■ガ イ ド　野辺地町歴史を探る会　会長　鈴木　幹人 氏
■定　　員　20名（定員になり次第締切）
■持 ち 物　雨具、飲み物、筆記用具
■行　　程　�愛宕公園～旧野村家住宅離れ（行在所）～下袋町（近藤医

院近辺）～金沢町～大祐堂～常夜燈公園（みちのく丸）
■そ の 他　・歩きやすい服装でご参加ください。
　　　　　　・雨天時は、９／16（日）に延期となります。
■申込方法　電話又はメールにより申込みください。
　　　　　　�申込みの際、参加者氏名、住所、電話番号をお知らせくだ

さい。
■申込締切　９月６日（木）
■申込・問合先　歴史民俗資料館
　　　　　　電話/64－9494　メール/a-yamazaki@town.noheji.lg.jp
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有戸地区はまなす

　　　ふれあいセンター

◆開設日：毎週月・木曜日

　　　　　（祝日除く）

◆時　間：13時～14時45分

◆送迎車運行日：

　９月３日、６日、10日、13日、

　　　20日、27日

老人福祉センター

◆開設日：９月３日㈪、10日㈪

◆時　間：10時～14時

◆送迎車運行日：９月10日㈪

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
、
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
掲

載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
７
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

沼
山　
　

樹い
つ
きく
ん
（
直
人
）
下
袋
町

鳴
海　

登と
う

士じ

く
ん
（ 

拓 

）
駅
前
１

三
國　

叶か
な

実み
ち
ゃ
ん
（
智
樹
）
浜　

町

松
山　

優ゆ
う
な那
ち
ゃ
ん
（ 

央 

）
城　

内

老人憩いの湯

小
坂　
　

徹
さ
ん
（
67
）
下
袋
町

柴
崎　

サ
ト
さ
ん
（
86
）
馬
門
１

北
村　

良
子
さ
ん
（
65
）
枇
杷
野

清
川　

龍
夫
さ
ん
（
78
）
え
ぼ
し

清
野　

正
昭
さ
ん
（
81
）
目
ノ
越

上
野　

さ
め
さ
ん
（
92
）
浜　

町

甲
田　

保
光
さ
ん
（
69
）
下
町
二
区

髙
橋　

き
よ
さ
ん
（
81
）
下
袋
町

二
木　
　

茂
さ
ん
（
84
）
下
町
一
区

山
村　

あ
き
さ
ん
（
96
）
金
沢
町

町
名
っ
て
、
い
つ
か
ら
あ
る
の
？

　

本
町
、
城
内
、
新
道
、
金
沢
…
住
所
と
は
違
う
「
町

名
」。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
区
を
教
え
る
時
、
住
所
よ

り
も
町
名
で
教
え
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
こ
の
町
名
、
い
つ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
皆
様

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

町
名
に
関
す
る
「
コ
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

広
報
の
へ
じ
の
前
身
で
あ
る
「
町
の
た
よ
り
第
７
号

（
発
行
：
昭
和
25
年
６
月
20
日
）」
に
、
町
名
の
由
来
に

つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
が
あ
り
ま
す
（
写
真
①
）。
内
容

を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、『
本
町
は
大
町
と
仲
町
に
分
か

れ
て
い
た
。
袋
町
は
明
治
以
前
に
は
あ
ら
町
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
袋
町
は
、
通
り
抜
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
袋
の
よ

う
な
形
か
ら
来
た
名
前
。
安
政
３
年
に
台
場
が
築
か
れ
新

道
が
開
か
れ
た
。
…
』
云
々
。

　

ふ
む
ふ
む
、
由
来
は
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
、
い
つ
頃

か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

資
料
館
で
販
売
中
の
「
野
辺
地
町
史
通
説
編
第
１
巻
」

や
「
あ
る
く　

み
る　

な
っ
と
く　

野
辺
地
の
歴
史
と
文

化
」
の
中
に
答
え
が
。
こ
の
中
で
、
各
町
名
が
書
か
れ
た

江
戸
時
代
の
地
図
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
こ
ち
ら
（
写
真
②
）。
１
７
８
１
～
１
７
８
８

（
天
明
年
間
）
年
前
後
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
地
図
で

す
。
確
か
に
各
町
名
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
江

戸
時
代
に
は
町
名
が
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。
昔
の
人
も
「
わ
ぁ
、
八
幡
町
さ
住
ん
で

ら
～
」
な
ん
て
言
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

町
名
も
、
身
近
で
す
が
立
派
な
文
化
財
。
野
辺
地
の
歴

史
を
伝
え
て
い
る
町
名
を
、
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
！

�

（
文
責
：
歴
史
民
俗
資
料
館　

山
崎
）

誰
か
に
ち
ょ
っ
と
言
い
た
く
な
る
の
へ
じ
の
コ
ト

の
へ
じ
典て
ん

　
　
其そ

之の

五ご

写真②　江戸時代中ごろの野辺地　　　　　　　
（十和田市郷土館蔵「野辺地町之図」に基づき作成）

写真①（出典：町のたより第７号）
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問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
課

　
住　
所
：
前
田
５
番
地
２

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
64

－

１
７
７
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
64

－

８
０
８
３

町の
ほけん
だより

健康についての相談先
相　談　名 対　象　/　内　容 連　絡　先

すくすくテレフォン 妊婦、産婦、育児中の方など
保健師による電話相談

火・木曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00
64-8080
（はればれ）

思春期はればれ相談 思春期の方、その保護者など
保健師による電話相談

こ と ば の 相 談 就学前までのお子さん
保健師が対応

総 合 健 康 相 談 保健師、管理栄養士による相談
（要申込）

こども救急電話相談
（青森県主体）

小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応。
看護師が相談に応じます。
（治療行為ではありません）

平　日：午後７時～翌朝午前８時まで
土曜日：午後１時～翌朝午前８時まで
日曜祝日：午後８時～

翌朝午前８時まで
♯8000または
017-722-1152

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
　こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会修了生がお話をお伺いし
ます。秘密は厳守します。
日　程：９月４日（火）９月26日（水）
　　　　10月５日（金）10月24日（水）
場　所：健康増進センター
時　間：13：00～15：00（毎回同じ）

※申し込み不要
時間内にいつでもどうぞ

あ
な
た
は
周
囲
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
て
い
ま

す
か
？

ス
ト
レ
ス
と
心
の
関
係

　

皆
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
指
で
押
す
と
へ
こ

み
ま
す
。
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
心
に
た
と

え
る
と
、
指
が
ス
ト
レ
ス
と
い
う
わ

け
で
す
。
指
を
離
せ
ば
、
ボ
ー
ル
は

弾
力
で
元
に
も
ど
る
よ
う
に
、
心
も

ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
け
ば
、
普
通
は

元
気
な
心
に
戻
り
ま
す
。
家
庭
や
学

校
、
社
会
な
ど
で
過
剰
な
ス
ト
レ
ス

を
受
け
続
け
る
と
心
と
体
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
対
処
方
法
は
？

　

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
時
、
皆
さ

ん
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
ま
す
か
？

●
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

●
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
変
え
る

●
気
分
転
換
（
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

●
環
境
を
変
え
る

●
話
を
し
た
り
相
談
を
す
る

●
好
き
な
事
や
楽
し
い
事
を
す
る

　

例
え
ば
、
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
す
る

だ
け
で
少
し
心
が
落
ち
着
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
誰
か
と
話
し
を

す
る
こ
と
で
、
心
が
軽
く
な
る
と
感

じ
る
こ
と
も
。
自
分
に
合
っ
た
ス
ト

レ
ス
対
処
方
法
を
見
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。
自
分
で
で
き
る
方
法
を

知
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で

す
。

い
の
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

・
眠
れ
な
い

・
食
欲
が
な
い

・
疲
れ
や
す
い
、
疲
れ
が
と
れ
な
い

・�

今
ま
で
楽
し
ん
で
で
き
た
こ
と
も

や
る
気
が
し
な
い

　

自
分
な
り
に
ス
ト
レ
ス
対
処
方
法

を
や
っ
て
は
み
た
け
れ
ど
、
右
の
よ

う
な
体
や
心
の
不
調
が
続
く
と
き
は
、

心
の
危
機
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
誰

に
で
も
お
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
自

分
が
そ
ん
な
状
態
に
な
っ
た
時
、
あ

な
た
な
ら
周
囲
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
ま

す
か
？
ま
た
、
周
囲
の
誰
か
が
い
つ

も
と
違
う
様
子
だ
な
と
感
じ
た
時
、

あ
な
た
は
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？

誰
か
に
相
談
す
る

　

始
め
は
、
自
分
が
悩
ん
で
い
る
こ

と
を
誰
か
に
話
す
こ
と
は
ち
ょ
っ
と

キ
ツ
イ
な
…
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
少
し
だ
け
勇
気
を
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
話
を
真
剣

に
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

信
頼
で
き
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

周
囲
の
誰
か
が
悩
ん
で
い
た
り
辛
そ

う
な
と
き
は
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
分
ひ
と
り
で
は
難
し
く
て
も
、

力
に
な
っ
て
く
れ
る
人
、
助
け
て
く

れ
そ
う
な
人
を
一
緒
に
探
す
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
を
大
切
に
、
相
手
を
大
切
に

　

あ
な
た
の
応
援
団
は
必
ず
い
ま
す
。

家
族
、
友
人
、
学
校
、
会
社
、
近
所

の
人
、
病
院
な
ど
相
談
す
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
誰
か
に

助
け
を
求
め
て
も
い
い
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

出
し
て
も
い
い
）
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
ん

の
少
し
の
勇
気
で
誰
か
の
心
を
軽
く

で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分

を
大
切
に
、
相
手
を
大
切
に
、
そ
し

て
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
で
き
る
地

域
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

✾
傾
聴
サ
ロ
ン
✾

　
心
が
軽
く
な
る
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
で
す
。
研
修
修
了
生
が
お
話

を
お
伺
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ
】

６
４

－

８
０
８
０
（
保
健
師
直
通
）

笑
顔
の
へ
じ
健
康
シ
リ
ー
ズ
⑩
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
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町のほけんだより

予　防　接　種
＊ 日本脳炎定期予防接種 ＊　　対象：平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれの方で、
� 20歳の誕生日前日まで
休止による特例対象として、予防接種法による定期接種対象となります。くわしくはお問い合わせください。
＊ Ｂ型肝炎予防接種 ＊　　対象：平成28年４月１日以降に生まれた０歳児（１歳になる前に３回接種）
平成28年10月から定期接種となりました。くわしくはお問い合わせください。

☆　母子健康手帳は毎週火・木曜日健康増進センターで発行します　☆

日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 内　容 備　考

3 １歳６か月児健診
（平成29年２、３月生まれ） ８：30 健康増進

センター
育児相談、身体計測
小児科・歯科診察

対象者には
個別通知します。

6 ４か月児健診
（平成30年４月３日～５月６日） ８：45

野辺地病院
（小児科）

身体計測
小児科診察

対象者には
個別通知します。

12 マタニティーサロン（妊婦とその家族） 13：30 健康増進
センター 母乳と育児 事前の申し込みは

不要です。

19

６か月児相談
（平成30年３月生まれ） 10：00 健康増進

センター
育児相談、身体計測
離乳食試食 個別通知はして

おりません。
広報で確認し
母子健康手帳
バスタオルを
お持ちください。

10か月児健診
（平成29年11月生まれ） 13：30

健康増進
センター

育児相談、身体計測
歯科保健指導
歯科健診１歳児健診

（平成29年９月生まれ） 13：30

みんなの子ども相談
（出生～就学前まで） 14：30 育児相談、食事相談

身体計測、歯科健診
前日までに
申し込み必要です。

９月の保健カレンダー

　健診結果が届いた方、これから受けようと思って
いる方、注目 ! !の内容でおこないます。
○日　時　10月３日（水）10時～13時
○場　所　健康増進センター
○対　象　おおむね40～74歳までの男性町民の方
○内　容　講　　義「健診結果の見方・活かし方」
　　　　　調理実習「クイックバランスメニュー」
○持ち物　エプロン� 三角巾（手ぬぐい等可）筆記用具
○参加料　300円　　　○定　員　20名
○申し込み　健康づくり課へ

 ○スッキリ応援プログラム　参加者　大募集○ 
　運動の方法や食事の見直しを、健康運動指導士・管
理栄養士等が個別に支援する“パーソナルトレーニン
グ”が無料で受けられます。自分にあった方法を、具
体的に知りたい方におすすめです！
○対象　おおむね30～74歳までのかた
○場所　健康増進センター
○内容　運動　�１時間程度のストレッチや筋トレな

ど、家庭でもできる運動の処方
　　　　食事　食事記録にもとづく食事の相談
○日程　９月～毎月運動指導日１日・食事相談日２日
★問合せ、申し込みはお気軽に健康づくり課へ

献血日のお知らせ

○日程
　９月13日（木）

○場所・時間
　10：00～12：00
　かんぶん野辺地店前
　
　13：15～16：00
　野辺地町役場前

『よい歯のシニアコンテスト』 に参加してみませんか？
○対象
　満70歳以上で次の条件を満たす方
・口腔内が健康で、以下の本数の歯があること
　　80歳以上 　　　　　20本以上
　　75歳以上80歳未満　　21本以上
　　70歳以上75歳未満　　22本以上
・虫歯が完全に治療されていること
・歯周疾患がないこと
・歯石や歯垢がないこと
・歯並び、かみ合わせが正常であること
・全身が健康であること

○応募方法
　�かかりつけまたはお近くの
歯科医院へ
○締め切り
　平成30年９月13日（木）
○問合せ先
　上十三歯科医師会事務局
　（☎　0176－21－5185）
○主催
　青森県・青森県歯科医師会

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
対
象
で
す
！

男性限定　減る脂～クッキング教室
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あなたの活動をＰＲしてみませんか？
掲載をご希望の方は下記まで！
総務課広報担当　☎64-2111

郷土の味を楽しむ会
及び野辺地歴史巡りツアー

◆日　　時　10月６日（土）正午
◆場　　所　野辺地中央公民館　１Ｆ　大ホール
◆会　　費　お一人 2500円　
　　　　　　当日受付時に拝受いたします
◆主な献立　茶粥・寄せ豆腐・けいらん・
　　　　　　みそ貝焼き・豆腐の磯辺揚げ他
◆申込受付　９月14日（金）から ９時～17時まで
　　　　　　電話、FAXでお申し込みください。
　　　　　　※但し、定員(90名)になり次第
　　　　　　締め切りとさせて頂きます。
　　　　　　（一財）野辺地町観光協会
　　　　　　☎64-9555　FAX64-9501

◎野辺地歴史巡りツアー
◆日　　時　10月６日（土）９時30分～11時40分
◆集合場所　中央公民館前
◆お 一 人　300円　
　※歴史民俗資料館入館料及び傷害保険料含。
◆コ ー ス

公民館→行在所→常夜燈公園（常夜燈・みちの
く丸・常夜燈市場）→歴史民俗資料館→公民館
（引き続き郷土の味を楽しむ会）

◆移動手段　バスにて移動。
◆定　　員　60名
※但し、郷土の味を楽しむ会の申込みをされた方
　のみご参加頂けます。

オレンジメモリーカフェ　はまなす
◆日　時　９月21日（金）13時30分～15時
◆内　容　・認知症サポーターフォローアップ研修
　　　　　・相談コーナー、カフェタイム
◆場　所　総合福祉センターのへじ
　　　　　（老健のへじ敷地内）
◆参加費　無料
◆対　象　認知症の人、その家族、地域住民
　※研修を受けたことがない方でも参加できます。
◆問合先　社会福祉法人福祉の里
　　　　　介護老人保健施設のへじ　
　　　　　☎65-2333

司法書士による無料電話相談会
「全国一斉　子どものための養育費相談会」

　（全国統一フリーダイヤル、全国どこからでも相談可！）

◆日　　時　９月８日（土）１０時～16時
◆電話番号　０１２０-５６７-３０１
◆相 談 料　無料
※電話対応のみで面談相談は受け付けておりません。
◆問 合 先　青森県司法書士会
　☎017-776-8398　FAX017-774-7156

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！　

☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
移
り
住
ん
で

　

念
願
の
草
刈
り
機
を
購
入
し
早
速
草
刈
り
開
始
。
５
分
く
ら
い
で
疲
れ

て
う
ず
く
ま
る
の
で
、
休
憩
ば
か
り
。
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
問

題
。
な
ぜ
、
疲
れ
て
う
ず
く
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？
①
草
刈
り
機
が
壊
れ

て
い
る
、
②
阿
部
に
体
力
が
な
い
。
正
解
は
②
、
意
外
と
難
し
か
っ
た
か

な
？
こ
の
ま
ま
で
は
体
力
不
足
で
死
ぬ
の
で
は
？
と
懸
念
し
て
い
る 

移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

阿
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
、
猛
暑

だ
っ
た
今
年
の
夏
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
？

　

八
甲
田
山
、
奥
入
瀬
渓
流
、
恐
山
な
ど
。
青
森
県
に
は
東
京
都
民
が
憧

れ
る
「
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
観
光
地
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。
次
の
問
題
。

八
甲
田
山
、
奥
入
瀬
渓
流
、
恐
山
を
見
た
い
観
光
客
に
と
っ
て
便
利
な
宿

泊
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
①
弘
前
市
、
②
野
辺
地
町
。
正
解
は
ま
た

し
て
も
②
。
野
辺
地
町
は
昔
か
ら
ど
こ
に
行
く
に
も
便
利
な
と
こ
ろ
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
野
辺
地
町
自
体
が
観
光
地
に
な
ら
な

く
て
も
、
県
内
の
す
ば
ら
し
い
観
光
地
に
行
く
た
め
の
便
利
な
宿
を
提
供

す
る
野
辺
地
町
。
つ
ま
り
、
旅
の
拠
点
と
し
て
わ
が
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

作
戦
が
効
果
的
だ
、
と
阿
部
は
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
客
を
近
隣
市
町
村

と
奪
い
合
う
の
で
は
な
く
、
近
隣
市
町
村
を
観
光
し
や
す
い
宿
を
野
辺
地

が
提
供
し
ま
す
、
と
い
う
…
言
葉
は
悪
い
の
で
す
が
、
他
人
の
ふ
ん
ど
し

で
相
撲
を
と
る
的
な
発
想
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
も
、
野
辺
地
町
は
観
光
地
で
な
い
よ
う
な
書
き
ぷ
り
で
す
が
、
先

日
の
「
の
へ
じ
祇
園
ま
つ
り
」。
こ
れ
は
強
烈
な
観
光
資
源
だ
と
思
い
ま

す
。
某
鉄
道
会
社
が
祇
園
ま
つ
り
の
鑑
賞
ツ
ア
ー
を
企
画
し
、
町
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
観

光
客
の
皆
さ
ま
に
、
さ
さ
踊
り
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
ら
？
」
と
、
と
あ
る
自
治
会

長
さ
ん
か
ら
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
客
も
楽
し
い
！
と
思
い
、
ま
た
来
た

い
と
思
い
、
野
辺
地
町
は
い
い
と
こ
ろ
だ

な
ぁ
、
と
感
動
を
与
え
る
祇
園
ま
つ
り
で

あ
れ
ば
、
必
ず
や
野
辺
地
フ
ァ
ン
を
全
国

に
生
み
出
す
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

の
野
辺
地
フ
ァ
ン
の
中
か
ら
野
辺
地
町
へ

の
移
住
を
考
え
て
く
だ
さ
る
方
が
生
ま
れ

た
ら
嬉
し
い
、
と
思
う
の
で
す
。

●　野辺地町移住コーディネーター　阿部のメールアドレス：mail@nohejimachi.com
●　野辺地町移住コーディネーター　阿部の携帯電話番号：090-9675-1882

町外の大学生が祇園まつりに参加
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町のカレンダー

　 ●東北町
　日の本中央まつり
・日　時　９月７日（金）～９日（日）
・場　所　青い森鉄道「乙供駅」周辺
　　　　　および赤川河川敷
・問合先　東北町商工会
　　　　　☎0175-63-2329

●十和田市
　十和田市秋まつり
・日　時　９月７日（金）～９日（日）
・場　所　旧国道４号、官庁街通り等
・問合先　（一社）十和田市観光協会
　　　　　☎0176-24-3006

●三沢市
　MISAWA BBQ ジャンボリー 2018
・日　時　10月７日（日）
・場　所　道の駅みさわ
　　　　　斗南藩記念観光村
・問合先　（一社）三沢市観光協会
　　　　　☎0176-59-2311

●横浜町
　BBQ婚活in横浜町
・日　時　９月29日（土）14～17時
・場　所　自然体験ランド　自然苑
� （菜の花フェスティバル会場付近）
・問合先　婚活イベントプロジェクト委員会
　　　　　☎0175-78-2111（内線322）

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

９
月
は
17
時

●六ヶ所村
　ふるさと新鮮朝市2018
・日　時　９月８日（土）６時30分～
　　　　　　　15日（土）８時30分～
　　　　　　　22日（土）７時～
・場　所　８日（土）泊地区イベント広場
　　　　　15日（土）六旬館
　　　　　22日（土）役場多目的広場
・問合先　六ヶ所村商工会
　　　　　☎0175-72-2331

●おいらせ町
　第１回阿光坊古墳まつり
・日　時　９月30日（日）10時～15時
・場　所　阿光坊古墳群史跡公園
・内　容　乗馬体験・弓矢体験・
　　　　　せんべい焼き体験・
　　　　　ウオークラリーなど
・問合先　おいらせ町阿光坊古墳館
　　　　　☎0178-20-0405�

●�観光ガイドブック「10�TRAVEL�
&�STORY」を発行しました

　上十三・十和田湖広域定住自立圏観
光推進協議会では、圏域内を楽しくめ
ぐってもらえるよう広域観光ガイド
ブックを作成しました。
　ガイドブックは市役所または町村役
場や観光施設等に設置していますので
是非ご覧ください。

●Webサイト
移住ナビ『移10生活』を開設しています
　上十三・十和田湖広域定住自立圏の10市
町村の移住・定住情報を発信するウェブサ
イト『移10生活』をご存知ですか？このサイ
トでは、それぞれのまちの特徴や移住・定
住を支援する取り組みを紹介しています。
　ふるさとを離れ遠くで暮らしている友人・
親族の方などに、ぜひご紹介してください！
http://towada-iju.com/kamitousan/

日 月 火 水 木 金 土
1
○児 親子研修

2 3 4 5 6 7 8
県民駅伝 ○健 1歳6か月児 傾聴サロン 4か月児健診 ○相 弁護士

9 10 11 12 13 14 15
停車場
フリーマーケット
歴史まちあるき

マタニティサロン 献血

９月定例会（予定）
16 17 18 19 20 21 22
まちなか
にぎわい
商工まつり

○相 行政 ○健 10か月児、
１歳児
○相 6か月児、
みんなの子ども

○児 野辺地
　 ホーム訪問

23 24 25 26 27 28 29
○児 お月見会 傾聴サロン ○図 館内整理日

　 （休館）
防犯柔剣道大会

○児 避難訓練 ○児 あたご倶楽部
　 奉仕活動

30 10月1日

※町税等の未納は延滞金が加算される場合がありますので、納期限内に納付しましょう
○〆 国民健康保険税（３期）
○〆 固定資産税（３期）

行事内容　○図 図書館　　○健 健診
　　　　　○〆  納期限　　○児 児童館
　　　　　○相 相談
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まちのアルバム

士
養
栄
理
管

静

　山
井
新

　　おいしい！減る脂～♪
カンタン料理

その51

【栄養価　１人分】
エネルギー    150kcal　たんぱく質 15.0ｇ
脂　質　　　   8.2ｇ　　炭水化物　　6.9ｇ
塩分相当量　　1.0ｇ　

材料　６人分 作り方
１．鍋にしょうがの皮、長ネギの青い部分（分量外）、水をい

れて湯をわかし、豚肉をゆでて水気を切り、食べやすい大
きさに切る。

２．トマトはくし型に切り、きゅうりは斜め薄切りにして、半
分に切る。

３．きくらげは水でもどしてさっとゆで、一口大に切る。
４．しょうが、にんにく、長ネギはみじん切りにする。
５．ボウルにＡとＢを入れて混ぜ合わせてから、１～３を入れ

て和える。

・豚ももしゃぶしゃぶ用　　400ｇ
・トマト　　　　　　300ｇ（2個）
・きゅうり　　　　  50ｇ（1/2本）
・きくらげ（乾燥）　　  　　12個
　・しょうが、にんにく　 　各1片
Ａ・長ネギ　　　　  30ｇ（1/3本）
　・赤唐辛子（小口切り）   　少々
　・しょうゆ　　　　　　大さじ２
Ｂ・砂糖　　　　　　　　小さじ２
　・水　大さじ２　・酢　大さじ３

【管理栄養士のコメント】
　暑さがひと段落する９月になりました。夏バ
テや食欲不振になっていないでしょうか。さっ
ぱりと豚肉と野菜が食べられる１品で、元気を
取り戻しましょう！

ゆで豚とトマト
　　　の和え物

佐藤　　頼くん
さ とう 　 　 らい

つる た かいち

鶴田　一華ちゃん

３歳児健診で虫歯ゼロの
お子さんを掲載しています

ぼ
く
た
ち

　わ
た
し
た
ち
の

歯
ピピ
カカ
ピピ
カカ
だ
よ
♪

平成30年９月１日　第713号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣

どの山車も、
豪華で

迫力があって、
すてき
だな～！

の
へ
じ
祇
園
ま
つ
り
を
彩
っ
た

豪
華
絢
爛
な
山
車

駅前組祭典部　合戦　壇ノ浦　「義経の八艘飛び」

袋町組祭典部　船弁慶（弁慶と知盛）浜町組祭典部　宝船下町組祭典部　碇知盛野西高組祭典部　江戸町火消・辰五郎

新道組祭典部　平将門伝説
善知鳥安方忠義伝

金沢町組祭典部　巴御前　奮戦の場城内組祭典部　金太郎の鯉つかみ

下袋町組祭典部　　津軽富士見湖伝説

馬門組祭典部　岩見重太郎の狒々退治

最優秀賞・
輝星賞

優秀賞・祇
園未来賞

秀　作

特別賞

流粋賞


